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SUPER GT 第6戦 スポーツランドSUGO

9月21日 天候：晴れ コースコンディション：ドライ

2025年SUPER GT第6戦SUGO GT 300km RACE決勝が、9月21日に宮城県スポーツランドSUGOで開催された。

予選日の土曜日は、朝まで残った雨の影響を受けながらのスケジュールとなったが、決勝日は朝から綺麗に晴れ上がり、完全な
ドライコンディションとなった。 12時から決勝へ向けた20分間のウォームアップ走行が開始。しかしすぐに赤旗中断となり、12時15
分に残り15分で再開。このセッションは平峰選手がドライブし、再開後5周目に1分12秒429をマークして2番手に上がり、決勝で
の巻き返しが期待された。決勝がスタート。#12 TRS IMPUL with SDG Zは300km、84周先のゴールを目指してスタートし
た。スタートドライバーはベルトラン・バゲット選手。まずまずのスタートを切り、序盤は14番手を走行。得意のスタートダッシュを見せ
たいところだったが、なかなかペースが上がらない。 29周目にピットイン。ドライバーを平峰選手に交代してコースに戻っていく。 36
周目あたりから平峰選手は5台による11位争いの集団に加わる。41周目にFCYが入ってさらに集団が圧縮され、解除後に平峰
選手はスパート。1周につき1台ずつポジションを上げ、50周目には10位まで上がった。
その直後、ストレート上で起きたアクシデントのために赤旗が提示され、レースは中断される。このアクシデントでガードレールが破
損したことから、その修理のために1時間ほど中断された。16時にレースは再開されたが、最大延長時刻が16時半とされており、
残り30分のレースとなった。 10位をキープした平峰選手だったが、59周目の3コーナーで他車と接触。ピットに戻ってきた。すぐに修
復し、平峰選手がそのままドライブして14位でコースに復帰。そのままの順位でチェッカーを受けた。

【 コメント 】
■TRS IMPUL with SDG 平峰一貴選手

厳しい週末でした。昨日の状態からマシンの状態があまり改善されておらず、終盤には接触して順位をさらに落として
しまいましたし、チームに申し訳なく思います。終盤に10位に上がれたところまでは良かったのですが、レース再開後は
状況がまた厳しくなってしまい、踏ん張りどころだったのですが、苦しかったです。

■TRS IMPUL with SDG ベルトラン・バゲット選手

最悪でした。昨日と変わりません。今日はとにかくタイヤにひどく苦しめられました。5周を過ぎると左フロントのグリップを
失い、その数周後には右フロント、次は左リアという感じでした。最終的には、グリップがなくなってしまいました。とにかく
マシンを無事にピットに戻し、タイヤ交換をして一貴選手に交代するだけで精一杯でした。本当に厳しい一日で、どう
しようもなかったです。もう忘れたいくらいの週末でした。他のマシンと戦う術がありませんでした。ペースもなく、強さもな
く、グリップもなく、何もできなかった。ただ生き残ろうとするだけで、戦うことなんて不可能でした。とてもフラストレーション
が溜まりましたし、マシンをプッシュするのは困難でした。

■TRS IMPUL with SDG  星野一樹監督

厳しい週末でした。昨日から抱えている問題を、ニスモさんが対応してくれて良くなった部分はあったのですが、自分た
ちが今週末用に選択したタイヤがやはり気温の問題で状態が良くならず、すべての噛み合わせが難しい戦いになって
しまいました。その中でもなんとか展開次第でポイントを獲れる状態には持っていけるかとも思いましたが、最後は接触
もあったりして、ドライバーはとても頑張ってくれたのですが、ポイント獲得には届かなかったですね。苦しい戦いでしたが、
ここから得るものもあるはずですから、これを無駄にしないようにデータをもう一度見直し、同じ戦いは繰り返さないよう
しっかりと今後のレースに活かしたいと思います。鈴鹿、SUGOと悔しいレースが続いていますけれども、今日優勝した
24号車のZのように自分たちも勝てるところを見せたいので、残り2戦、全力で頑張ります。
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